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研究成果の概要（和文）： ASD者がストレスを感じる環境、状況を把握しそのストレスの程度を測定するStress
 Survey Schedule(以下，SSS)の日本語版の作成を行った。ASDの診断を受けた研究協力者103名のデータを元に
分析を行った。原版の8因子構造を確認するために実施した確証的因子分析の結果は，原版のモデルが不適であ
ることを示した。そこで，日本語版の因子構造を調べるため，探索的因子分析を行った。その結果，日本語版
SSSは4因子構造であることが示され，再検査信頼性も良い結果が示された。SSSの年齢差と性差を調べた所，統
計的に有意な差は示されなかった。この結果から，日本語版SSSが開発された.

研究成果の概要（英文）：We developed a Japanese version of the Stress Survey Schedule (SSS), which 
measures the degree of stress felt by individuals with ASD in the environment and situations in 
which they feel stress. The results of confirmatory factor analysis conducted to confirm the 
eight-factor structure of the original version indicated that the model of the original version was 
not suitable. Therefore, an exploratory factor analysis was conducted to examine the factor 
structure of the Japanese version. The results showed that the Japanese version of the SSS has a 
four-factor structure, and retest reliability was good. Based on these results, a Japanese version 
of the SSS was developed.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本邦にて作成されていない，ASD者がストレスを感じる状況、環境を把握し、そのストレスを測定する尺度で
あるStress Survey Schedule（SSS）の日本語版の作成を行った。尺度の開発により，ASD者へのよりこまやかな
支援へつながること、およびSSSを用いた今後の研究の発展につながることに学術的な意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

 自閉スペクトラム症(以後，ASD)は，中核症状である共感性の問題が高いほど不安症状の併発

率が高くなることが示されている一方，ASD 者が示す不安の要因は個々人で異なり，支援方法

も多岐にわたるため，中核症状である共感性へのアプローチが望まれる。 

  

２．研究の目的 

 ASD 者が不安を感じる状況，環境とそのストレスの度合いを測定する Stress Survey 

Schedule（以下，SSS）の日本語版の開発を行い，その信頼性，妥当性を確認する。 

 

３．研究の方法 

 SSS の項目作成 尺度翻訳に関する基本指針（稲田，2015）にもとづき，SSS の項目をもとに，

原案項目の作成を行った。まず SSS の原著者らに日本語版作成の許可を得た後，臨床心理周辺領

域の博士号を持つ著者ら 2名による日本語訳原案を作成し，翻訳会社（株式会社ワイズ・インフ

ィニティ）を利用して項目リストのバックトランスレーションを実施した。内容について原著者

に確認を受けた後，再度内容を調整後，SSS 原版を作成した。SSS は，ASD 者が感じやすいスト

レスを測定する 8因子 49 項目から構成されている。8因子は「不快な出来事 9項目」「反復的な

儀式 4項目」「楽しい出来事 8項目」「不透明な見通し 5項目」「変化 11 項目」「感覚/個人的な接

触 5項目」「食事に関する活動 3項目」「社会的環境的相互作用 4項目」であった。教示文は「次

の出来事について，あなたのストレスの強さを評価してください。」とした。回答には 5件法（0. 

まったくそう思わない─ 4. 非常にそう思う）を用いた。 

調査対象者および調査方法 調査委託先の株式会社マクロミルのインターネット調査サービ

スに登録している，医療機関において ASD と診断された成人 110 人のうち，回答に天井効果，床

効果が見られた 7名を除外した。調査対象者は成人 ASD 者 103 名であった(平均年齢 37.08 歳，

SD = 9.42。男性=53 人，女性=50 人)であった。再検査信頼性は本研究に参加し 3週間の期間を

空け，2度の回答を得られた成人 ASD 者 99 名(平均年齢 37.11 歳，SD = 9.56)のデータを使用し

た。 

分析結果 

SSS原版 8因子 49項目の確証的因子分析を行った結果，χ2 = 1232.19，df = 941，p < .000，GFI 

= .93, CFI = .97. AIC = 82.18，RMSEA = .137であった。RMSEAはこの 8因子モデルの適合度が

悪いことを示した。そこで，最尤法，Promax 回転による探索的因子分析を行った。スクリープ

ロットと固有値，平行分析および最小平均偏相関は 4 因子を示した。固有値の推移，解釈可能

性，因子負荷量.35以上であること，複数の因子に.35以上の因子負荷量を持つ項目の削除，質問

内容がほぼ同じ項目の削除の 5つの観点から因子数の決定や項目の選定を行った。 

その結果，「反復的な儀式に関連したストレス」「不透明な見通し」「感覚/個人的な接触」「食

事に関する活動」4因子 28項目を除外し，項目の内容を鑑み，日本語版の命名を行った因

子「期待実現の遅延 6項目」「適応の強制 6項目」「不確実性 6項目」「他者との空間共有 3

項目」の 4因子 21項目となる日本語版 SSSが作成された 

 

 

 

 

４．研究成果 



 研究成果は下記論文に掲載。  

日本語版 Stress Survey Schedule の開発 ―成人 ASD 者のストレスを感じる状況，環境下の

ストレスの把握―. (2024). 吉田昌宏, 木内敬太. 応用心理学研究, 49(3),pp.185-192. 
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